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私
は
専
門
医
資
格
を
取
得
後
、
腰

を
据
え
て
基
礎
研
究
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
、
出
身
の
医
局
を
離
れ
て

別
の
大
学
の
大
学
院
に
入
学
し
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
出
身
医
局
の

紹
介
な
ど
を
通
じ
て
、
市
中
病
院
で

外
来
や
当
直
の
外
勤
を
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
何
か
あ
っ
て
も
医
局

に
守
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
感
覚
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
常
勤
ポ
ス

ト
の
な
い
大
学
院
生
の
身
分
で
、
複

数
の
医
療
機
関
で
外
勤
を
す
る
と
な

る
と
、
や
は
り
不
安
が
あ
り
、
医
師

賠
償
責
任
保
険
（
医
賠
責
）
へ
の
加

入
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、

ど
れ
に
入
る
か
迷
い
ま
し
た
が
、
周

囲
の
人
か
ら
日
本
医
師
会
の
医
賠
責

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
出
身
医
局
を

離
れ
て
も
、
何
か
し
ら
医
師
の
集
ま

り
に
参
加
し
て
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
り
、
医
師
会
に
入
会
し
て
医

賠
責
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。日

本
医
師
会
の
医
賠
責
は
、
勤
務

先
が
変
わ
っ
た
り
複
数
の
医
療
機
関

で
勤
務
し
た
り
す
る
場
合
で
も
補
償

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
も
民
間
保
険
に

比
べ
て
割
安
で
す
。
ま
た
、
訴
訟
・

示
談
な
ど
の
交
渉
の
た
め
の
弁
護
士

の
手
配
を
医
師
に
代
わ
っ
て
行
っ
て

く
れ
、
弁
護
士
費
用
や
訴
訟
・
示
談

に
か
か
る
費
用
も
負
担
し
て
も
ら
え

ま
す
。

も
し
も
の
と
き
も
安
心
し
て
利
用

で
き
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
こ
と

で
、
日
々
の
診
療
や
研
究
に
打
ち
込

む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

T O P I C

医事紛争から
医師を守る

医療事故が起こってしまったとき、患者さんが治療の結果に納得しなかったときなど、

もし訴訟を起こされてしまったら、医師には大きな負担がかかります。

医師会には、そうした「もしものとき」のためのサポート体制があります。

A医師（外科医・大学院生）

医
師
が
安
心
で
き
る

様
々
な
支
援
体
制
が

充
実
し
て
い
ま
す

体 験 談
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メ リ ッ ト 03
医師会員なら誰でも加入でき　　　　　　　
勤務先にかかわらず補償

日本医師会に入会すれば被保険者になれる仕組みで、保険料は
会費に含まれています。30 歳以下の勤務医や研修医については、
保険料の一部を日本医師会が負担します。日本国内であれば、勤
務先が変わったり、複数の医療機関で診療していても補償されます。

メ リ ッ ト 01
賠償責任の有無や賠償額を
専門の機関が判断

日本医師会医師賠償責任保険には、医師・医療に詳しい弁
護士・保険者などで構成される、中立的な調査・審査機関があ
ります。賠償責任の有無や賠償額について、専門家による調査・
審査が行われることは、医師の安心につながります。

メ リ ッ ト 02
訴訟や示談を全面的にサポート

民間の医賠責では自ら弁護士の手配を行う必要がありますが、日本医師
会の医賠責は、弁護士の手配から訴訟・示談にかかる費用負担まで、当事
者に代わって行います。訴訟の際、医師側の主張を補完するために専門医に
よる意見書が必要になったときも、医師会のネットワークでサポートします。

※ A②会員（B）（勤務医）、A②会員（C）（研修医）は自動的に医賠責保険の対象となります。
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私
は
研
修
医
の
時
に
医
学
部
時
代

の
同
級
生
と
結
婚
し
、
専
攻
医
の
時

に
子
ど
も
を
授
か
り
ま
し
た
。
も
と

も
と
子
ど
も
が
で
き
て
も
働
き
続
け

る
つ
も
り
で
、
職
場
の
上
司
も
理
解

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

出
産
後
、
子
ど
も
に
先
天
性
の
疾
患

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は

子
ど
も
中
心
の
生
活
を
送
る
こ
と
に

し
、
数
年
間
は
仕
事
か
ら
完
全
に
離

れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
体
調
が
落
ち
着
い
て
き

た
頃
、
復
職
を
考
え
始
め
た
の
で
す

が
、
何
の
つ
て
も
な
か
っ
た
た
め
途

方
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
夫
が
女
性
医
師
バ
ン
ク
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
の

で
す
。
医
師
会
が
運
営
し
て
い
る
制

度
の
た
め
安
心
感
が
あ
り
、
と
り
あ

え
ず
電
話
を
か
け
て
み
た
ら
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
が
親
身
に
相
談

に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
週

１
日
の
勤
務
か
ら
可
能
で
、
技
術
的

な
面
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
職

場
で
す
。
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
私
で

も
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
は
、
勤
務
日
数
を
週
３

日
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
と

き
や
困
っ
た
と
き
に
は
県
医
師
会
の

保
育
サ
ポ
ー
ト
制
度
も
利
用
で
き
る

の
で
、
子
育
て
と
仕
事
を
無
理
な
く

両
立
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

復
職
を
決
意
し
た
時
は
不
安
も
大

き
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
こ
う
し
て

様
々
な
支
援
を
得
な
が
ら
働
く
こ
と

が
で
き
て
お
り
、
相
談
し
て
良
か
っ

た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

T O P I C

育児・介護と仕事の
両立を支援する

育児や介護をしながらでも働き続けられる仕組みや、

一旦仕事を離れてもスムーズに復帰できる仕組みがあったら安心ですよね。

医師会は、育児・介護と仕事の両立支援や、就業支援を行っています。

B 医師（皮膚科医）

一
旦
仕
事
を
離
れ
た

私
で
も
、
安
心
し
て

復
職
で
き
ま
し
た

体 験 談



24

メ リ ッ ト 03
研修医・若手医師のキャリアをサポート

各都道府県医師会では、ライフイベントとキャリアの両立につ
いて、先輩医師に話を聴ける機会を定期的に設けています。具
体的な内容については各都道府県医師会のＷＥＢページ等に掲
載されているので、ぜひ調べてみてください。

メ リ ッ ト 02
保育料の割引や
保育サポーター制度も

都道府県医師会も育児支援に力をいれています。例えば、医
師会員なら託児所の保育料が割引になる制度や、預かり保育や
保育園の送迎などを依頼できる「保育サポーターバンク」など、
各地の医師会が様々な制度を用意しています。

メ リ ッ ト 01
「女性医師バンク」が
女性医師の就業を支援

女性医師のライフスタイルに合った就業先や再研修先を紹介
する「日本医師会女性医師バンク」は、非医師会員も無料で利
用できます。専任コーディネーターが地域や医療現場の実情を
把握し、きめ細やかなサポートに努めています。
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私
は
大
学
の
医
局
に
所
属
し
、
現

在
は
へ
き
地
の
診
療
所
に
内
科
医
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

地
域
医
療
や
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に

携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
毎
日
や
り
が
い
を
持
っ
て
働

く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、

大
学
病
院
や
市
中
病
院
で
働
い
て
い

た
頃
と
違
い
、
一
人
で
あ
ら
ゆ
る
患

者
さ
ん
を
診
療
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
上
司
や
先
輩
、
学
び
合
え
る

同
僚
が
い
な
い
な
か
で
、
診
療
能
力

を
高
め
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
と
悩
み
、
地
域
の
先
生
方
と
の

つ
な
が
り
を
求
め
て
、
医
師
会
に
入

会
し
ま
し
た
。

入
会
し
て
み
る
と
、
地
域
医
師
会

で
開
催
さ
れ
る
勉
強
会
や
、
日
本
医

師
会
が
提
供
す
る
e-

ラ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
、
医
師
の
生
涯
学
習
の
た
め
の

制
度
が
充
実
し
て
お
り
、
驚
き
ま
し

た
。
毎
月
発
行
さ
れ
る
日
本
医
師
会

雑
誌
か
ら
も
、
最
新
の
医
療
の
動
向

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
の
よ

う
に
へ
き
地
で
働
く
医
師
も
、
無
理

な
く
学
習
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
と
密
接
に

関
わ
る
な
か
で
、
地
域
の
人
の
健
康

増
進
の
た
め
に
、
も
っ
と
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
車
社
会
で
、

運
動
不
足
の
人
も
多
い
こ
と
に
着
目

し
、
日
本
医
師
会
認
定
健
康
ス
ポ
ー

ツ
医
の
資
格
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
医
師
会
の
制
度
を

使
っ
て
、
医
師
と
し
て
の
ス
キ
ル
を

磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

T O P I C

様々な環境で働く医師の
学びの機会を作る

大学病院を離れ、地域の中小病院に赴任することになったとき、

キャリアアップしたり、働き方を変えたりするために学びたくなったとき。

医師会は、様々な環境で働く医師のために、生涯学習の機会を提供しています。

C 医師（内科医）

地
域
医
療
に
携
わ
る

傍
ら
、
無
理
な
く

学
び
続
け
ら
れ
ま
す

体 験 談
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メ リ ッ ト 02
日本医師会医学図書館が
利用できる

勤務地や勤務時間によっては、卒業した大学や地域の大学図書館に
出かけることが難しくなります。日本医師会医学図書館では、インター
ネット等で申し込みを行えば、必要な文献のコピーを郵送してもらうこと
ができます。他にも書籍の貸出やリスト作成などのサービスがあります。

メ リ ッ ト 03
健康スポーツ医や産業医の認定も受けられる

日本医師会では、地域保健のなかでスポーツ指導や運動指導
を行う健康スポーツ医や、労働者の健康を支える産業医の養成・
認定を行っています。これらの資格は、キャリアアップや働き方
の選択肢を増やすことにつながります。

メ リ ッ ト 01
最新の医学・医療が学べる
日本医師会生涯教育制度

日本医師会には、新しい知識や技術を体系的に学習すること
のできる生涯教育制度があります。e-ラーニングや講習会への
参加などで所定の単位とカリキュラムコードを取得すると、「日
医生涯教育認定証」を得ることができます。



災害医療チーム“JMAT”の派遣

災害医療チーム"JMAT"を創設し、東日
本大震災・平成28年熊本地震などでは、
全国の医師、医療従事者の方々の協力に
より、多数のチームを被災地に派遣してい
ます。

「医療機関勤務環境評価センター」事業

令和４年（2022年）４月に
厚生労働省から指定されました。

年間の時間外・休日労働が
960時間を超える医師が在籍
する医療機関における労務管理体制や労働時間短縮の
取組の評価、各種支援を行います。

日本医師会の様々な活動

世界の医療水準の向上

世界医師会（WMA）、アジア
大洋州医師会連合（CMAAO）
に加盟し、ネパールの医療協力
に参加するなど、世界の医療水
準の向上を図っています。

「日本医学会総会」の後援

医師の生涯学習の場
として最大の「日本医学
会総会」の後援や各種セ
ッションの開催に協力し
ています。
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日本医師会の刊行物

■ JAPAN MEDICAL ASSOCIATION

日本医師会雑誌
月1回発行され、会員
に配付される機関誌。
年に2回特別号も発行
しています。

日医ニュース
月2回発行され、会員
に配付される医政の分
野を扱うニュースレター
です。

JMAジャーナル
日本医師会と日本医学
会で発行するオンライ
ン・オープンアクセスの
英文医学総合雑誌です。
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医師会は、国・都道府県・市町村（広域）の３層で役割分担をしています。
すなわち、住民に最も近い市や郡のレベルで活動する「郡市区等医師会」と、それらの活動を取りまとめ、都道府県
レベルで活動する「都道府県医師会」、そして国の制度やルールへの働きかけを中心に活動する「日本医師会」の３
層に分かれているのです。
これらはそれぞれ独立した組織で、縦のネットワークでつながっています。
（大学医師会も郡市区等医師会の一種であり、大学等で医療に従事する医師は、大学医師会に入会する場合も
あります。）

入会手続きは、所属医療機関のある郡市区等医師会を通じて行いますので、直接お問い合わせください。
また、窓口となる郡市区等医師会が不明な場合は、以下のステップのとおり、まずは所属医療機関のある都道府県
医師会にお問い合わせください。

（１）所属医療機関のある都道府県医師会に、「日本医師会に入会したい」と問い合わせる。
（２）都道府県医師会から、窓口となる郡市区等医師会（あるいは大学医師会）を紹介してもらう。
（３）（２）で紹介してもらった窓口へ、郡市区等医師会・都道府県医師会・日本医師会への入会申込書を提出する。

医学部卒後５年間の年会費がお得に！
2023年度より、医学部卒業後の５年間は会費を減免して、全ての会員区分において年会費を無料または大幅に減額し
ています。
また、医師資格を証明できる	ICカード「医師資格証」につきましても、会員には無料で発行しています。
さらに、多くの都道府県医師会・郡市区等医師会におきましても、年会費の減免等が講じられています。
詳しくはそれぞれお問い合わせください。

入会したいです！
先生の所属なら

ですね！

郡市区等医師会・大学
医師会で一括して
申し込みができます！

入会のご案内
医師会に入会するには？

医師会入会のフロー

step 1 step 2 step 3
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連絡先

北海道医師会
電話 011-231-1432
FAX 011-221-5070

青森県医師会
電話 017-723-1911
FAX 017-773-3273

岩手県医師会
電話 019-651-1455
FAX 019-654-3589

宮城県医師会
電話 022-227-1591
FAX 022-266-1480

秋田県医師会
電話 018-833-7401
FAX 018-832-1356

山形県医師会
電話 023-666-5200
FAX 023-647-7757

福島県医師会
電話 024-522-5191
FAX 024-521-3156

茨城県医師会
電話 029-241-8446
FAX 029-243-5071

栃木県医師会
電話 028-622-2655
FAX 028-624-5988

群馬県医師会
電話 027-231-5311
FAX 027-231-7667

埼玉県医師会
電話 048-824-2611
FAX 048-822-8515

千葉県医師会
電話 043-242-4271
FAX 043-246-3142

東京都医師会
電話 03-3294-8821
FAX 03-3292-7097

神奈川県医師会
電話 045-241-7000
FAX 045-241-1464

新潟県医師会
電話 025-223-6381
FAX 025-224-6103

富山県医師会
電話 076-429-4466
FAX 076-429-6788

石川県医師会
電話 076-239-3800
FAX 076-239-3810

福井県医師会
電話 0776-24-0387
FAX 0776-21-6641

山梨県医師会
電話 055-226-1611
FAX 055-226-1614

長野県医師会
電話 026-219-3600
FAX 026-235-6120

岐阜県医師会
電話 058-274-1111
FAX 058-271-1651

静岡県医師会
電話 054-246-6151
FAX 054-245-1396

愛知県医師会
電話 052-241-4136
FAX 052-241-4130

三重県医師会
電話 059-228-3822
FAX 059-225-7801 （令和４年９月１日現在）

都道府県医師会連絡先一覧

連絡先

滋賀県医師会
電話 077-514-8711
FAX 077-552-9933

京都府医師会
電話 075-354-6101
FAX 075-354-6074

大阪府医師会
電話 06-6763-7000
FAX 06-6764-0267

兵庫県医師会
電話 078-231-4114
FAX 078-231-8111

奈良県医師会
電話 0744-22-8502
FAX 0744-23-7796

和歌山県医師会
電話 073-424-5101
FAX 073-436-0530

鳥取県医師会
電話 0857-27-5566
FAX 0857-29-1578

島根県医師会
電話 0852-21-3454
FAX 0852-26-5509

岡山県医師会
電話 086-250-5111
FAX 086-251-6622

広島県医師会
電話 082-568-1511
FAX 082-568-2112

山口県医師会
電話 083-922-2510
FAX 083-922-2527

徳島県医師会
電話 088-622-0264
FAX 088-623-5679

香川県医師会
電話 087-823-0155
FAX 087-823-0266

愛媛県医師会
電話 089-943-7582
FAX 089-933-1465

高知県医師会
電話 088-824-8366
FAX 088-824-5705

福岡県医師会
電話 092-431-4564
FAX 092-411-6858

佐賀県医師会
電話 0952-37-1414
FAX 0952-37-1434

長崎県医師会
電話 095-844-1111
FAX 095-844-1110

熊本県医師会
電話 096-354-3838
FAX 096-322-6429

大分県医師会
電話 097-532-9121
FAX 097-537-4764

宮崎県医師会
電話 0985-22-5118
FAX 0985-27-6550

鹿児島県医師会
電話 099-254-8121
FAX 099-254-8129

沖縄県医師会
電話 098-888-0087
FAX 098-888-0089
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